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確
定
申
告
期
に
あ
た
っ
て

適
正
な
診
療
報
酬
の
実
現
と

納
得
で
き
る
医
業
税
制
の
確
立
を

経
税
部
長　

冨
本　

昌
之

　

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期

が
き
ま
し
た
。
自
院
の
１
年

間
の
医
療
活
動
を
振
り
返
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

政
権
が
変
わ
り
期
待
を
持

っ
て
迎
え
た
民
主
党
政
権

も
、
政
治
と
金
に
関
し
て
は

自
民
党
と
何
ら
変
わ
り
が
な

い
こ
と
が
明
白
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
納
税
し
た
貴
重
な

税
金
が
公
共
事
業
か
ら
裏
金

と
し
て
政
治
家
に
還
流
す
る

よ
う
で
は
、
納
税
者
は
浮
か

ば
れ
ま
せ
ん
。
政
府
税
制
調

査
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
公

平
、
透
明
、
納
得
」
で
す

が
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
ぜ

ひ
実
行
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

　

評
価
の
低
い
診
療
報
酬
で

も
、
私
た
ち
歯
科
開
業
医
は

国
民
の
歯
科
医
療
を
守
る
た

め
に
日
夜
奮
闘
し
て
い
ま

す
。
患
者
の
人
命
尊
重
、
医

業
の
公
共
性
・
公
益
性
を
考

え
な
が
ら
医
院
経
営
も
成
り

立
た
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

協
会
は
、
保
険
で
十
分
な

医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
に

医
療
保
険
制
度
の
抜
本
的
な

改
善
運
動
に
取
り
組
み
続
け

て
い
ま
す
が
、
改
善
に
は
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
状
況

下
で
所
得
税
の
租
税
特
別
措

置
法
26
条
・
67
条
（「
四
段

階
概
算
経
費
率
」）
が
廃
止

さ
れ
、
地
方
税
で
診
療
報
酬

所
得
に
事
業
税
が
課
税
さ
れ

れ
ば
医
院
経
営
は
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
特
措
法
上
の
取

り
扱
い
は
、
診
療
報
酬
が
正

当
に
評
価
さ
れ
る
ま
で
、
医

療
機
関
の
経
営
困
難
を
緩
和

す
る
た
め
導
入
さ
れ
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
低
診

療
報
酬
の
ま
ま
廃
止
さ
れ
る

な
ら
廃
業
せ
ざ
る
を
え
な
い

医
院
が
続
出
し
、
国
民
に
良

質
な
歯
科
医
療
が
提
供
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
特
措
法
26

条
・
67
条
の
廃
止
は
、
あ
く

ま
で
も
十
分
な
診
療
報
酬
の

改
善
が
前
提
条
件
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

事
業
税
は
保
険
診
療
所
得

に
対
し
非
課
税
措
置
が
取
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
全
国
知
事

会
の
強
い
要
請
を
受
け
昨
年

末
の
政
府
税
制
調
査
会
で
は

非
課
税
措
置
廃
止
が
議
論
さ

れ
ま
し
た
。
協
会
・
保
団
連

は
非
課
税
措
置
の
重
要
性
を

訴
え
存
続
を
求
め
る
緊
急
要

望
書
を
政
府
税
調
に
送
付
す

る
な
ど
運
動
の
結
果
、
今
年

度
は
存
続
が
決
ま
り
ま
し

た
。
保
険
医
療
機
関
の
特
殊

性
を
勘
案
す
れ
ば
事
業
税
非

課
税
措
置
は
当
然
の
こ
と
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
政
府
税
調

で
は
２
０
１
１
年
度
の
税
制

改
定
論
議
の
中
で
再
び
俎
上

に
載
せ
る
考
え
で
す
。

　

事
業
税
は
個
人
事
業
で
所

得
に
対
し
５
％
の
税
率
が
課

さ
れ
ま
す
。
昨
年
の
中
医
協

医
療
経
済
実
態
調
査
の
年
間

医
業
所
得
平
均
値
（
１
３
３

５
・
５
万
円
）
か
ら
試
算
す

る
と
、
こ
れ
ま
で
自
費
診
療

分
所
得
を
含
め
非
課
税
で
あ

っ
た
も
の
が
、
単
純
に
約
68

万
円
増
税
と
な
り
ま
す
。

　

協
会
・
保
団
連
が
一
貫
し

て
求
め
て
い
る
消
費
税
の
損

税
負
担
の
解
消
も
一
向
に
改

善
の
兆
し
が
な
い
状
況
で

は
、
租
税
特
別
措
置
と
事
業

税
非
課
税
措
置
が
医
療
の
公

共
性
を
守
る
最
後
の
砦
で

す
。
政
府
税
調
が
掲
げ
る

「
公
平
、
透
明
、
納
得
の
税

制
」
か
ら
す
れ
ば
、
医
療
へ

の
消
費
税
ゼ
ロ
税
率
適
用
は

ぜ
ひ
実
現
し
て
も
ら
い
た
い

施
策
で
す
。

　

政
府
・
民
主
党
が
考
え
る

税
制
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
も
注
意
深
く
み
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が

し
っ
か
り
と
地
域
の
社
会
福

祉
や
健
康
増
進
に
寄
与
し
、

公
共
性
・
公
益
性
に
も
と
づ

い
た
医
療
に
専
念
で
き
る
よ

う
、
適
正
な
診
療
報
酬
の
実

現
と
納
得
で
き
る
医
業
税
制

の
確
立
を
会
員
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
求
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

定
所
得
以
上
は
逆
に
下
降
し

て
い
ま
す
（
資
料
２
）。
す

な
わ
ち
、
所
得
税
の
累
進
性

は
喪
失
し
て
い
る
状
態
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
主
な
原
因

は
、
所
得
控
除
が
相
対
的
に

高
所
得
者
に
有
利
で
あ
る
こ

と
、
お
よ
び
、
分
離
課
税
と

な
る
金
融
所
得
等
の
税
率
が

低
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
格
差
が
拡
大
す
る
中
、

所
得
税
に
は
所
得
再
分
配
機

能
の
正
常
化
が
望
ま
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
、
税
制
改
革
の
方

向
は
、
税
率
構
造
の
改
革
、

所
得
控
除
か
ら
税
額
控
除
・

給
付
付
き
税
額
控
除
・
手
当

へ
の
転
換
、
金
融
所
得
の
一

体
課
税
等
を
推
進
す
る
こ
と

に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
的
確
に
所
得
捕
捉
す
る

た
め
の
納
税
環
境
整
備
に
お

い
て
、
社
会
保
障
・
税
共
通

の
番
号
制
度
の
導
入
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
税
制
調
査

会
は
１
月
18
日
の
全
体
会
合

で
、
納
税
者
一
人
ひ
と
り
に

個
別
の
番
号
を
割
り
振
り
、

所
得
の
正
確
な
把
握
に
つ
な

げ
る
「
納
税
者
番
号
制
度
」

の
導
入
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
を
決

め
、
１
年
以
内
に
詳
細
を
詰

め
て
、
早
け
れ
ば
年
末
に
ま

と
め
る
11
年
度
税
制
改
正
大

綱
に
反
映
さ
せ
る
方
針
を
打

ち
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
納
税
者
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、
導
入
コ

ス
ト
等
の
国
民
生
活
に
重
要

な
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
と
表

裏
一
体
の
た
め
、
慎
重
に
監

視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
新
政
権
下

で
の
税
制
改
革
は
諸
刃
の
剣

で
す
の
で
、
皆
様
も
注
意
深

く
動
向
を
見
極
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

分
離
課
税
で
他
の
所
得
と
は

合
算
し
ま
せ
ん
し
、
株
式
譲

渡
益
な
ど
は
申
告
分
離
課
税

の
た
め
、
確
定
申
告
は
し
ま

す
が
他
の
所
得
と
合
算
し
た

超
過
累
進
課
税
の
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、

所
得
税
は
累
進
構
造
を
と
っ

て
い
る
も
の
の
、
実
効
税
率

は
な
だ
ら
か
に
上
昇
し
、
一

こ
か
ら
基
礎
控
除
、
配
偶
者

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を
差

し
引
い
た
課
税
所
得
に
、
超

過
累
進
税
率
を
適
用
し
て
税

額
を
算
定
す
る
総
合
課
税
が

原
則
で
す
（
資
料
１
）。
し

か
し
、
利
子
所
得
等
は
源
泉

か
は
は
な
は
だ
不
透
明
な
の

が
現
実
の
よ
う
で
す
。

個
人
所
得
課
税
の
問
題
点
と

改
革
の
方
向
性

　

現
行
所
得
税
で
は
10
種
類

の
所
得
金
額
を
合
算
し
、
そ

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
の
見
直
し

を
行
い
、
租
税
特
別
措
置
法

等
の
適
用
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
効
果
を
検
証
で
き

る
仕
組
み
と
し
て
、「
租
特

透
明
化
法
（
仮
称
）」
の
制

定
を
目
指
す
と
と
も
に
、
地

方
税
法
に
お
い
て
も
所
要
の

措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
大
型
農
業
機
械

に
使
わ
れ
る
軽
油
の
一
種
を

免
税
と
す
る
措
置
に
関
し
て

は
、
税
制
調
査
会
が
制
度
の

抜
本
的
見
直
し
が
必
要
と
し

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

農
協
の
与
党
へ
の
陳
情
等
に

よ
り
最
終
局
面
で
の
調
整
で

１
年
延
長
が
決
ま
っ
た
な

ど
、
真
に
「
透
明
化
」
し
た

　

そ
こ
で
、
与
党
と
政
府
の

税
制
調
査
会
の
機
能
を
一
元

化
し
、
政
府
の
責
任
の
下
で

税
制
改
正
の
議
論
を
す
る
た

め
、
政
治
家
か
ら
構
成
さ
れ

る
「
税
制
調
査
会
」
を
政
府

に
新
し
く
設
置
す
る
と
と
も

に
、
税
制
改
正
プ
ロ
セ
ス
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
等
に

よ
り
透
明
化
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
財
務
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
自
民
党
政
権
下
で

利
益
誘
導
の
道
具
と
さ
れ
た

税
制
の
既
得
権
益
を
一
掃
す

る
た
め
、
国
及
び
地
方
の
政

策
税
制
措
置
に
つ
い
て
、

「
基
本
方
針
」（「
ふ
る
い
」）

に
基
づ
き
、
今
後
４
年
間
で

な
改
革
を
推
進
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
対
応
で
き
る
と
と

も
に
、
地
域
主
権
を
確
立
す

る
た
め
の
税
制
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
そ
の
改
革
は
い
か

な
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。

新
し
い
税
制
改
正
の
仕
組
み

　

こ
れ
ま
で
の
税
制
改
正

は
、
与
党
の
税
制
調
査
会
と

政
府
の
税
制
調
査
会
に
お
い

て
別
個
に
議
論
さ
れ
、
実
質

的
な
意
思
決
定
は
法
的
な
権

限
、
責
任
を
有
し
な
い
与
党

の
税
制
調
査
会
が
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
で
は
、
密
室

で
決
め
ら
れ
た
が
如
く
議
論

の
過
程
が
不
透
明
で
、
国
民

が
納
得
で
き
る
も
の
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
の
同

時
進
行
・
経
済
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
と
い
う
環
境
下
、
我
が

国
に
お
い
て
は
、
格
差
の
拡

大
・
固
定
化
と
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
破
綻
と
い
っ
た
閉

塞
現
象
が
蔓
延
し
、
国
民
は

将
来
に
対
し
て
大
き
な
不
安

感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
誕
生
し
た
民
主

党
鳩
山
政
権
の
下
で
の
税
制

改
革
は
、「
公
平
・
透
明
・

納
得
」
の
三
原
則
を
基
本
と

し
、「
支
え
合
い
」
の
た
め

に
必
要
な
費
用
を
分
か
ち
合

う
と
い
う
視
点
か
ら
、
税
制

と
社
会
保
障
制
度
の
一
体
的

10
年
度
税
制
改
正
大
綱
を
所
得
税
中
心
に
読
む

み
の
り
税
理
士
法
人　

公
認
会
計
士
・
税
理
士　

上
野　

精
一

【資料１】所得税の税率の推移（イメージ図）

所　

得　

税

所
得
税
＋
個
人
住
民
税

15段階

所得税

個人住民税

所得税

所得税 所得税

個人住民税 個人住民税 個人住民税

1986年分（87年度分） 1994年分（95年度分） 2006年分（07年度分） 現行（税源移譲後）

５段階 ４段階 ６段階

10％10％10％
15％15％15％
20％20％20％
30％30％30％
33％33％33％

43％43％43％

50％50％50％

５％５％５％

15％15％15％
20％20％20％

30％30％30％
33％33％33％

43％43％43％

50％50％50％

５％５％５％

15％15％15％
20％20％20％
30％30％30％
35％35％35％

45％45％45％

55％55％55％

65％65％65％

88
％
88
％
88
％

５％５％５％
10％10％10％
20％20％20％
23％23％23％

33％33％33％

40％40％40％

10％10％10％

20％20％20％

30％30％30％

37％37％37％

10％10％10％

20％20％20％

30％30％30％

40％40％40％

50％50％50％

10.5％10.5％10.5％
12％12％12％
14％14％14％
17％17％17％
21％21％21％
25％25％25％
30％30％30％
35％35％35％
40％40％40％
45％45％45％
50％50％50％
55％55％55％

60％60％60％
65％ 70

％

給与収入 給与収入 給与収入 給与収入

給与収入 給与収入 給与収入 給与収入

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

100億
〜

〜
50億

〜
10億

〜
２億

〜
5000
万

〜
2000
万

〜
1200
万

〜
800
万

〜
600
万

〜
400
万

〜
250
万

〜
150
万

〜
70
万

（％）

（
円
）

9.09.0

13.513.5

17.517.518.618.6
19.619.6

21.821.8

23.823.8
24.324.3

23.323.3

20.020.0

17.117.1

14.114.1

12.012.010.410.4

9.19.1
8.28.2

7.27.25.95.9

5.15.14.74.7

4.34.3

3.93.93.73.7

3.13.1
2.02.0

【資料２】申告所得税の所得階級別負担率

我
が
国
の
閉
塞
感
と

税
制
改
革

確定申告　個別相談会のご案内
期　間　２月27日（土）～３月12日（金）

時間帯　ご相談者ごとに２時間　事前予約制です
　　　　①10時～ ②13時～ ③15時～

※ 医業以外の所得（不動産、譲渡等）がある場合
は、必ずお申し出ください。

会　場　保険医会館３階会議室　
担　当　協会顧問税理士団
会　費　基本２万円
※ 医業以外の所得や複数人数分のご相談には別途
費用が生じます。

※ 持参していただく資料については電話予約時に
お伝えします。

ご予約はお電話で協会（06‒6568‒7731）まで
出典：財務省「平成22年度税制改正大綱」より改変


